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胡
兆
新
は
中
国
清
代
の
医
師
で
あ
る
。
江
戸
幕
府
の
需
め
に
応
じ
て
、
享
和
三
年
（
一
八
○
三
）
十
二
月
に
来
日
。
長
崎
に
文
化
二
年
（
一

（
１
）

八
○
五
）
四
月
ま
で
約
一
年
半
滞
在
し
た
。
そ
の
間
、
日
本
人
に
医
術
・
詩
文
・
書
な
ど
を
教
授
し
、
医
学
と
文
化
の
両
面
で
当
時
の
日
中
交

は
じ
め
に

清
医
胡
兆
新
の
来
日
記
録
と
業
績

Ｉ
長
崎
に
お
け
る
一
八
○
三
～
一
八
○
五
年
の
活
動
（
二

〔
要
旨
〕
日
中
の
医
学
交
流
は
道
陥
使
の
時
代
か
ら
の
長
い
歴
史
を
有
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
各
時
代
を
通
し
て
充
分
な
研

究
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
状
況
に
あ
る
。
本
稿
で
は
、
日
蘭
交
流
に
偏
り
、
軽
視
さ
れ
て
き
た
江
戸
後
期

の
日
本
と
清
国
と
の
交
流
に
注
目
し
、
幕
府
の
要
請
で
来
日
し
た
清
国
の
医
師
胡
兆
新
の
日
本
に
お
け
る
事
跡
を
明
ら

か
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
胡
兆
新
が
中
日
交
流
の
歴
史
に
重
要
な
一
頁
を
残
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
胡

兆
新
に
関
す
る
系
統
的
な
研
究
は
日
中
両
国
と
も
に
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
著
者
は
、
各
地
に
散
在
す
る

胡
兆
新
の
方
案
・
幕
府
医
官
と
の
問
答
録
、
筆
談
録
と
、
書
簡
・
詩
文
・
書
を
収
集
、
検
討
し
て
、
胡
兆
新
の
長
崎
に

お
け
る
活
動
と
業
績
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
論
が
胡
兆
新
に
関
す
る
本
格
的
な
研
究
の
雌
初
の
も
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
胡
兆
新
、
中
国
医
師
、
長
崎
、
江
戸
幕
府
、
医
宙

日
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史
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誌
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理
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（
Ⅲ
）

⑩
『
清
客
筆
語
」（

胆
）

⑪
「
医
林
蒙
求
』

（
Ⅲ
）

⑨
『
胡
氏
臨
証
医
按
』

⑥
『
栗
園
叢
聿
旦

⑦
『
胡
氏
筆
語
』（

９
）

⑧
『
胡
氏
方
案
』

〔
バ
リ

⑤
『
胡
兆
新
問
答
言
』

（
３
）

②
『
胡
氏
方
案
附
録
』
清
医
胡
兆
新
江
相
尋
申
度
事

（
４
）

③
『
清
国
医
事
問
答
』
二
名
清
医
胡
兆
新
問
答
録
）

（
５
）

④
『
清
医
胡
兆
新
問
答
録
」

文
書

現
在
、
管
見
の
範

①
「
胡
氏
方
案
附
録
」

②
『
胡
氏
方
案
附
録
」

③
『
清
国
医
事
問
答
」

流
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
い
い
。

と
こ
ろ
が
、
胡
兆
新
に
つ
い
て
の
研
究
が
こ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
な
い
・
そ
れ
は
胡
兆
新
に
関
す
る
史
実
が
諸
文
献
に
散
見
さ
れ
る
だ
け
で
、

ま
と
ま
っ
た
史
料
に
と
ぼ
し
い
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
資
料
を
収
集
・
検
討
し
、
胡
兆
新
の
長
崎
に
お
け
る
活
動
と
業
績
を
あ
き

ら
か
に
し
た
。
な
お
引
用
文
献
等
の
書
名
は
原
本
に
従
い
、
本
文
は
常
用
漢
字
を
使
用
し
た
。

一
、
胡
兆
新
に
関
す
る
資
料

管
見
の
範
囲
で
日
本
と
中
国
に
見
い
だ
さ
れ
た
胡
兆
新
に
関
す
る
文
書
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

（
【
ｊ
Ⅱ
」

胡
兆
新
御
答
害
和
解

（
８
）

「
外
題
崎
館
簔
臆
」
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（
肥
）

⑮
「
瓊
浦
通
・
下
』（

Ⅳ
）

⑯
『
蜀
山
人
尺
磧
」

（
脇
）

⑰
『
長
崎
志
続
編
』

（
喝
）

⑭
『
唐
人
番
倉
田
氏
日
記
」

胡
兆
新
の
来
日
は
特
殊
な
歴
史
背
景
が
負
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
実
学
を
重
視
し
た
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
が
書
物
や
動
植
物
な
ど
の
輸
入
を

奨
励
し
た
の
み
な
ら
ず
、
中
国
医
学
に
強
い
関
心
を
示
し
た
時
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
成
書
に
詳
し
い
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
唐
船
に
医
師
の

（
田

⑫
「
穀
堂
遺
稿
抄
』（

Ｍ

⑬
『
唐
人
番
日
記
』

胡
兆
新
に
関
す
る
記
載
は
中
国
側
に
は
ほ
と
ん
ど
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
人
物
の
出
自
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
文
献
②
「
胡
氏

方
案
附
録
』
清
医
胡
兆
新
江
相
尋
申
度
事
、
③
『
清
国
医
事
問
答
」
、
④
『
清
医
胡
兆
新
問
答
録
』
、
⑤
『
胡
兆
新
問
答
聿
星
、
⑥
『
栗
園
叢
書
」

（
四
）
（
鋤
）

胡
兆
新
御
答
害
和
解
、
⑩
「
清
客
筆
語
」
な
ら
び
に
「
唐
医
連
渡
方
之
儀
二
付
十
二
家
船
主
申
立
候
趣
評
議
仕
申
上
候
書
付
」
に
よ
っ
て
以

出
自
、
経
歴

胡
兆
新
の
名
は
振
、
別
号
が
星
池
、
侶
鴎
で
、
来
日
時
の
年
齢
は
五
十
九
歳
。
一
七
四
六
年
蘇
州
呉
県
（
現
在
の
江
蘇
省
蘇
州
市
の
呉
県
）
で

（
皿
）

生
ま
れ
、
幼
時
よ
り
書
を
好
み
、
二
十
歳
で
儒
学
を
志
し
た
が
、
病
弱
の
た
め
学
問
を
棄
て
、
医
学
を
何
鉄
山
に
学
ん
だ
と
い
う
。

前
掲
の
文
書
か
ら
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
胡
兆
新
は
医
業
に
か
な
り
長
じ
て
い
る
と
同
時
に
、
詩
文
・
書
に
も
優
れ
、
長
崎
滞
在
の
約

一
年
半
の
間
、
日
本
人
の
医
師
・
文
化
人
と
の
交
流
を
行
っ
た
。
誠
実
な
人
柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

下
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

二
、
来
日
の
経
緯
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も
ち
ろ
ん
、
中
国
人
医
師
の
渡
航
に
は
前
例
が
あ
っ
た
。
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
に
漸
江
省
金
華
府
の
医
師
陳
明
徳
が
渡
来
し
、
元
禄
十

六
年
（
一
七
○
三
）
に
は
漸
江
省
杭
州
府
の
医
師
陸
文
斎
が
渡
来
し
た
。

吉
宗
の
時
代
に
な
る
と
、
享
保
三
年
に
「
良
医
一
人
連
れ
渡
れ
」
と
命
が
下
り
、
李
勝
先
と
鍾
聖
玉
の
二
人
の
船
頭
が
そ
の
命
を
受
け
て
、

享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
李
勝
先
が
十
二
番
船
と
し
て
入
港
し
た
時
、
蘇
州
の
呉
戴
南
と
い
う
医
者
を
連
れ
て
き
た
。
そ
れ
か
ら
文
化
初
年
ま

（
型
）

で
、
断
続
的
で
あ
っ
た
が
、
「
長
崎
年
表
』
の
来
航
記
録
に
、
左
記
に
示
し
た
医
師
の
来
日
が
続
い
た
。

①
呉
戴
南
蘇
州
人
。
享
保
四
年
二
七
一
九
）
三
月
、
十
二
番
南
京
船
で
入
港
、
同
年
六
月
十
二
日
、
病
没
。

②
陳
振
先
蘇
州
人
。
享
保
六
年
二
七
二
一
）
六
月
、
丑
十
四
番
南
京
船
で
渡
来
。

③
朱
来
章
福
建
汀
州
府
人
。
享
保
六
年
（
一
七
一
二
）
七
月
、
二
十
一
番
船
で
来
て
、
同
八
年
二
七
二
三
）
十
二
月
二
十
一
日
、
寅
二
十

（
蛇
）

招
聰
、
或
い
は
医
書
の
舶
載
を
求
め
た
。
ま
た
、
こ
れ
よ
り
先
、
一
七
一
五
年
（
正
徳
五
年
）
の
「
正
徳
新
令
」
の
布
令
が
注
目
さ
れ
る
。
「
正

徳
新
令
」
に
よ
っ
て
、
唐
船
の
年
間
入
港
定
数
を
三
十
艘
に
限
り
、
「
信
牌
」
制
度
を
新
設
し
た
。
こ
の
制
度
の
意
図
は
、
私
貿
易
の
禁
止
、

積
載
荷
物
・
取
引
額
の
制
限
を
始
め
と
す
る
日
本
側
の
統
制
強
化
の
条
件
を
承
知
し
た
者
の
み
に
貿
易
を
許
可
し
、
そ
の
者
に
だ
け
「
信
牌
」

を
給
付
し
て
貿
易
を
特
定
の
者
に
制
限
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
「
信
牌
」
の
な
い
船
は
来
航
し
て
も
貿
易
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の

（
羽
）

た
め
に
、
中
国
商
人
の
間
に
幕
府
の
要
求
に
応
え
て
「
信
牌
」
を
え
よ
う
と
す
る
動
き
が
で
て
き
た
。

商
人
の
渡
航
目
的
が
経
済
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
同
行
し
た
医
者
に
と
っ
て
は
、
険
難
な
遠
洋
が
何
の
利
益
に

な
っ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
諸
条
件
を
分
析
す
る
と
、
来
日
の
動
機
が
三
つ
考
え
ら
れ
る
。
第
一
が
、
異
国
の
気
風
へ
の
あ
こ

が
れ
好
奇
心
で
あ
る
。
第
二
が
、
医
学
の
交
流
へ
の
意
欲
で
あ
り
、
自
ら
の
腕
を
海
外
で
発
揮
す
る
こ
と
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
第
三
と

し
て
否
定
で
き
な
い
も
の
に
権
益
が
あ
る
。
日
本
で
与
え
ら
れ
る
厚
い
処
遇
に
加
え
て
、
来
航
に
際
し
て
日
本
人
が
交
易
品
を
持
参
す
る
こ

と
で
あ
る
。
日
本
人
は
薬
や
医
書
へ
の
関
心
が
高
く
、
よ
く
売
れ
た
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
こ
の
時
期
に
中
国
人
医
師
が
し
ば
し
ば
日
本
へ

と
で
あ
る
。

渡
航
し
た
。
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⑥
趙
湘
陽
蘇
州
罠
山
県
人
。
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
十
月
九
日
、
二
十
六
番
南
京
船
で
来
日
、
同
十
四
年
（
一
七
二
九
）
八
月
二
十
八

日
、
四
番
盧
門
船
で
帰
国
。

⑦
胡
兆
新
享
和
三
年
（
一
八
○
三
）
十
二
月
、
子
二
番
船
で
至
り
、
文
化
二
年
（
一
八
○
五
）
四
月
子
九
番
船
で
帰
国
。

こ
の
リ
ス
ト
か
ら
、
享
保
以
後
、
胡
兆
新
が
来
日
し
た
享
和
三
年
（
一
八
○
三
）
十
二
月
ま
で
の
約
七
十
年
間
に
、
中
国
人
医
師
が
来
日
し

た
公
的
記
録
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

（
泌
）

こ
の
よ
う
に
中
国
人
医
師
の
招
聰
の
長
い
空
白
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
大
庭
修
氏
の
『
江
戸
時
代
の
日
中
秘
話
」
に
よ
る
と
、
漸
江
省
総
督

の
職
務
の
中
に
は
倭
冠
取
締
の
任
務
が
あ
り
、
湘
江
等
各
省
か
ら
長
崎
へ
の
貿
易
船
を
監
督
す
る
責
任
が
あ
っ
た
。
吉
宗
の
時
代
、
日
本
か

ら
書
籍
を
は
じ
め
、
医
者
、
馬
医
、
騎
射
に
巧
み
な
人
物
、
さ
ら
に
象
・
馬
な
ど
種
々
の
注
文
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
応
ず
る
に
は
中
国
人

商
人
が
幕
府
の
「
信
牌
」
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
に
中
国
商
人
が
日
本
側
の
要
求
を
入
れ
る
こ
と
が
漸
江
各
省
で
噂
に

な
り
、
当
時
の
湘
江
省
総
督
李
衛
は
こ
れ
に
対
し
て
警
戒
を
強
め
た
。
ま
た
、
日
本
か
ら
帰
国
し
た
医
師
朱
来
章
、
周
岐
来
を
含
む
商
人
数

人
が
取
調
べ
ら
れ
た
。
李
衛
が
正
邪
大
義
、
国
法
利
害
を
繰
り
返
し
諭
し
た
結
果
、
み
ん
な
が
感
激
し
て
長
崎
に
つ
い
て
の
実
情
を
吐
露
し

（
加
）

た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
こ
の
頃
の
中
国
側
が
日
本
へ
の
警
戒
を
強
め
、
渡
航
船
を
厳
し
く
取
り
締
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
七
十
年
間
に
、
中
国
人
医
師
の
来
日
が
絶
え
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
事
前
に
許
可
を
受
け
て
い
な
い
と
、
連
れ

て
き
て
も
認
め
ら
れ
な
い
ま
ま
帰
さ
せ
る
例
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
享
保
七
年
に
は
十
七
番
郭
亨
統
船
で
陳
行
徳
と
い
う
医
者
が
同
乗
し
て
い

⑤ ④
周朱
岐子
来章

六
番
船
で
一
日
言

廣
東
船
で
帰
国
。

福
建
汀
州
府
人
。

蘇
州
崇
明
県
人
。

国
○

且
帰
国
。
同
十
年
（
一
七
二
五
）
二
月
五
日
、
六
番
船
で
再
来
、
同
十
一
年
（
一
七
二
六
）
五
月
十
三
日
、
午
三
番

享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
二
月
五
日
、
六
番
船
で
至
り
、
同
十
一
年
二
七
二
六
）
三
月
二
日
、
日
本
で
病
没
。

享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
に
六
月
十
八
日
、
十
四
番
船
で
渡
航
し
、
同
十
二
年
（
一
七
二
七
）
五
月
十
一
日
帰
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「
寛
政
十
二
年
申
七
月
被
仰
渡
候
御
言
付
写
」
は
、
寛
政
十
二
年
、
幕
府
の
医
官
多
紀
元
簡
の
提
議
に
よ
っ
て
唐
人
館
に
い
た
医
術
に
長
じ

（
抑
）

た
中
国
人
医
師
戴
思
九
と
、
長
崎
の
医
師
で
多
紀
元
簡
の
弟
子
西
原
長
允
を
唐
館
で
対
話
す
る
許
可
を
幕
府
か
ら
得
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

「
此
節
申
立
候
程
赤
城
真
之
物
和
解
」
は
、
唐
船
十
二
家
船
主
の
程
赤
城
の
書
状
を
、
唐
通
事
の
頴
川
仁
十
郎
が
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
要

旨
は
、
問
答
を
予
定
し
て
い
た
戴
思
九
が
病
で
没
し
、
西
原
長
允
と
の
対
話
が
実
現
し
な
か
っ
た
。
こ
の
問
答
は
幕
府
医
官
の
要
請
で
あ
っ

た
か
ら
、
長
崎
奉
行
は
享
和
二
年
（
一
八
○
二
）
秋
、
船
主
の
朱
鑑
池
に
中
国
医
師
を
連
れ
て
く
る
よ
う
に
依
頼
し
た
。
し
か
し
、
翌
年
に
な

っ
て
も
来
な
い
。
そ
の
理
由
を
、
医
師
は
仁
術
を
業
と
し
、
人
命
を
預
る
大
事
業
で
あ
る
。
日
本
側
は
、
清
の
医
学
を
直
々
に
知
る
た
め
に

も
、
長
崎
滞
在
中
の
中
国
人
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
、
中
国
人
医
師
に
治
療
を
受
け
る
た
め
に
も
、
熟
練
し
た
医
師
の
来
日
を
求
め
て
い
る

が
、
中
国
人
医
師
と
し
て
は
本
国
の
患
者
を
捨
て
置
く
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
つ
ま
り
、
来
日
す
る
た
め
に
は
医
業
を
中
断
し
て
こ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
そ
れ
は
家
業
存
続
へ
の
不
安
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
招
膀
は
、
こ
こ
を
十
分
に
配
慮
し
て
欲
し
い
。
そ
れ
が
保
障
で
き
る
と

と
こ
ろ
で
、
胡
兆
新
の
招
聰
が
決
定
し
た
と
き
、
長
崎
奉
行
は
慎
重
な
検
討
結
果
を
幕
府
に
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
前
後
の
事
情
に
つ
い

て
『
胡
氏
方
案
附
録
』
「
寛
政
十
二
年
申
七
月
被
仰
渡
候
御
書
付
写
」
「
此
節
申
立
候
程
赤
城
真
之
物
和
解
」
「
唐
医
連
渡
方
之
儀
二
付
十
二
家

（
鋤
）

船
主
申
立
候
趣
評
議
仕
申
上
候
書
付
」
に
記
録
が
あ
る
。
寛
政
十
二
年
庚
申
（
一
八
○
○
）
の
七
月
と
享
和
三
年
癸
亥
二
八
○
三
）
の
二
月

な
ら
び
に
三
月
、
長
崎
奉
行
が
唐
医
渡
来
の
件
で
幕
府
へ
差
し
出
し
た
報
告
と
唐
船
主
か
ら
申
し
立
て
た
記
録
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

幕
府
が
出
し
た
許
諾
の
文
献
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
が
、
実
際
に
胡
氏
が
来
日
し
た
か
ら
、
右
記
の
文
書
に
記
さ
れ
た
要
望
は
ほ
ぼ
認
め
ら

（
”
）

た
が
、
無
許
可
で
あ
っ
た
た
め
に
、
唐
人
屋
敷
内
に
留
ま
り
、
同
船
で
帰
っ
た
。
し
か
し
、
「
胡
氏
方
案
附
録
」
「
前
々
唐
医
市
中
治
療
被
差

（
鍋
）

免
候
、
先
例
相
調
ね
申
上
候
書
付
」
の
記
録
に
よ
る
と
、
元
文
、
寛
保
、
延
享
、
明
和
、
安
永
年
間
に
沈
草
亭
、
陳
元
僕
、
趙
景
清
、
李
仁

山
、
費
雲
加
、
汪
縄
武
等
人
が
長
崎
市
中
で
診
療
し
て
い
る
が
、
彼
ら
が
幕
府
か
ら
の
正
式
に
招
聰
さ
れ
た
記
録
は
、
現
在
、
見
っ
か
ら
な

い山
○，

れ
た
と
い
え
る
。
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い
う
沙
汰
が
あ
れ
ば
、
こ
の
た
び
出
帆
の
船
に
そ
の
旨
を
詳
し
く
伝
え
て
、
当
夏
か
冬
に
は
か
な
ら
ず
連
れ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
唐
医
連
渡
方
之
儀
二
付
十
二
家
船
主
申
立
候
趣
評
議
仕
申
上
候
書
付
」
は
翌
享
和
三
年
の
手
紙
で
あ
る
。
こ
こ
に
招
聰
す
る
医
師
と
し
て

マ
マ

胡
紹
新
（
胡
兆
新
）
の
名
前
が
は
じ
め
て
登
場
す
る
。
こ
の
言
状
で
は
、
長
崎
奉
行
所
の
役
人
が
医
師
胡
兆
新
を
招
く
条
件
を
検
討
し
て
い
る
。

マ
マ

要
旨
は
、
船
主
の
朱
鑑
池
が
江
南
省
蘇
州
府
之
産
「
胡
紹
新
」
（
胡
兆
新
）
と
い
う
医
師
を
推
薦
し
て
い
る
。
こ
の
医
師
は
北
京
太
医
院
の
何

（
別
）

鉄
山
の
門
生
で
、
在
留
中
手
当
と
し
て
一
ヶ
年
五
貫
目
を
与
え
て
ほ
し
い
と
い
う
条
件
を
つ
け
て
い
る
。
評
議
し
た
結
果
、
中
国
で
医
術
の

マ
マ

功
者
で
あ
る
医
師
の
来
日
は
珍
し
い
。
「
胡
紹
新
」
（
胡
兆
新
）
は
蘇
州
で
高
名
な
医
者
で
あ
る
か
ら
、
渡
来
し
た
上
で
は
当
地
医
師
と
対
話
す

る
こ
と
は
国
の
た
め
に
も
な
る
こ
と
で
あ
り
、
実
力
が
あ
る
な
ら
御
手
当
銀
五
貫
目
、
銀
札
を
与
え
る
と
享
和
三
年
三
月
に
決
め
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
当
地
医
師
江
も
対
話
為
致
」
な
ど
と
記
し
て
い
る
こ
と
は
、
胡
兆
新
が
招
か
れ
た
背
景
の
一
つ
に
、
長
崎
在
住
の
医
師

か
ら
も
中
国
医
師
の
招
聰
に
強
い
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
胡
兆
新
は
中
国
人
医
師
の
中
で
も
、
か
な
り
水
準
が
高
い
と
い
う
前

評
判
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
当
初
、
長
崎
奉
行
は
胡
兆
新
の
滞
在
中
、
唐
館
の
商
人
の
治
療
と
現
地
の
医
師
と
対
話
を
予
定
し
て
い
た
。
し
か
し
実

際
に
は
、
来
日
し
て
間
も
な
い
享
和
四
年
（
一
八
○
四
）
二
月
七
日
、
胡
兆
新
の
市
中
で
の
療
治
が
決
ま
り
、
同
十
二
日
か
ら
、
早
く
も
聖
福

寺
と
崇
福
寺
で
市
民
の
治
療
を
始
め
た
。
こ
れ
に
関
し
て
「
文
化
甲
子
年
成
瀬
様
二
月
十
九
日
改
元
御
触
」
「
享
和
四
子
年
二
月
十
九
日
文
化

（
詑
）
（
郷
）
（
別
）

二
改
元
」
「
唐
医
胡
兆
新
市
中
療
治
願
事
」
「
唐
医
胡
兆
新
治
療
効
験
之
次
第
相
撰
申
上
候
書
付
」
な
ど
記
載
が
あ
る
。

「
文
化
甲
子
年
成
瀬
様
二
月
十
九
日
改
元
御
触
」
「
唐
医
胡
兆
新
市
中
療
治
願
事
」
に
よ
る
と
、
長
崎
奉
行
成
瀬
因
幡
守
に
胡
兆
新
市
中
治

療
願
が
呈
上
さ
れ
、
文
化
改
元
の
二
月
十
九
日
直
前
、
享
和
四
年
二
月
七
日
に
、
胡
兆
新
が
二
の
日
は
崇
福
寺
、
七
の
日
に
は
聖
福
寺
で
医

次
に
胡
兆
新
の
在
日
中
の
活
動
に
つ
い
て
、
か
れ
の
診
療
、
交
遊
と
詩
文
、
評
価
な
ど
の
面
か
ら
考
察
を
行
う
。

三
、
胡
兆
新
の
市
中
に
お
け
る
医
事
活
動



郭 秀 梅 清医胡兆新の来日記録と業績 90

と
を
記
し
、
そ
の
』

薬
品
製
法
で
あ
る
。

さ
ら
に
中
国
人
医
師
が
毎
月
六
の
日
に
聖
福
寺
で
市
中
病
人
を
診
療
し
た
記
録
が
あ
る
。
そ
の
時
の
世
話
係
り
は
医
師
真
野
三
圭
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
中
国
人
医
師
の
名
前
は
な
い
。
た
だ
し
、
「
同
（
文
化
甲
子
年
二
月
）
七
日
唐
医
胡
兆
新
為
療
用
、
罷
出
市
中
之
も
の
療
治

医
師
対
話
御
免
達
有
之
、
同
日
江
府
御
医
師
唐
館
江
御
入
」
の
記
載
か
ら
、
幕
府
医
官
が
唐
館
に
入
り
、
訪
ね
た
中
国
人
医
師
、
及
び
崇
福

寺
と
聖
福
寺
で
診
療
を
行
っ
た
中
国
人
医
師
は
ま
さ
に
胡
兆
新
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

（
鍋
）

「
唐
医
胡
兆
新
治
療
効
験
之
次
第
相
撰
申
上
候
書
付
」
「
薬
品
治
法
弁
」
両
文
書
は
、
文
化
元
年
四
月
に
、
医
師
の
真
野
三
圭
・
西
原
長
允

が
連
名
で
、
高
橋
作
兵
衛
に
出
し
た
報
告
で
あ
り
、
そ
れ
が
後
に
、
『
胡
氏
方
案
附
録
』
に
編
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
唐
医
胡
兆
新
治
療
効
験
之
次
第
相
撰
申
上
候
書
付
」
に
は
胡
兆
新
に
よ
る
市
中
の
療
治
が
、
享
和
四
年
（
一
八
○
四
）
二
月
十
二
日
か
ら

始
ま
っ
た
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
診
療
に
は
真
野
三
圭
・
西
原
長
允
が
同
席
し
た
。
四
月
ま
で
に
数
十
人
に
治
療
を
施
し
た
。

文
書
の
最
後
に
治
療
効
果
を
得
た
症
例
を
三
例
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
胡
兆
新
の
行
っ
た
治
療
法
が
先
に
診
た
医
者
と
異
な
る
こ

と
を
記
し
、
そ
の
病
因
病
機
を
分
析
し
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
胡
兆
新
の
処
方
の
分
量
が
日
本
の
も
の
よ
り
か
な
り
多
い
こ
と
と

療
を
行
う
こ
と
、
そ
こ
一

た
こ
と
の
記
録
が
あ
る
。

に
、
唐
館
の
大
雨

を
断
っ
て
い
る
。

「
唐
医
胡
兆
新
市
中
療
治
願
事
」
に
は
、
診
療
を
求
め
る
病
人
が
多
い
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
聖
福
寺
を
興
福
寺
と
誤
写
し
て
い
る
。

こ
の
記
載
は
胡
兆
新
の
長
崎
で
の
診
療
に
対
す
る
記
録
と
評
価
で
き
る
。

「
享
和
四
子
年
二
月
十
九
日
文
化
二
改
元
」
に
は
、
文
化
元
年
の
九
月
頃
、
江
戸
幕
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
医
師
が
毎
月
の
四
の
日
と
九
の
日

に
唐
館
に
入
り
、
役
人
が
一
人
ず
つ
付
き
添
う
よ
う
に
柴
田
文
右
衛
門
殿
に
命
令
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
。
ま
た
、
医
師
達
が
入
館
す
る
際

に
、
唐
館
の
大
門
を
開
く
か
否
か
を
役
所
に
伺
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
彼
ら
は
御
目
見
以
上
の
身
分
で
あ
る
が
、
御
門
を
開
く
こ
と

そ
こ
で
の
現
地
医
師
と
の
対
話
が
許
可
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
文
化
元
年
九
月
六
日
に
、
江
戸
幕
府
の
医
師
が
唐
館
に
入
っ
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分
量
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
日
本
で
は
、
常
用
量
が
一
日
分
三
貼
で
二
十
七
・
八
銭
く
ら
い
で
あ
っ
た
が
、
胡
兆
新
の
処
方
は
一
貼
の
量

が
二
十
か
ら
三
十
五
・
六
銭
で
、
日
本
の
約
三
倍
の
量
を
用
い
た
。
そ
の
上
、
使
用
し
た
薬
品
は
、
ほ
と
ん
ど
宋
元
以
来
の
劉
張
李
朱
四
家

の
用
薬
法
に
遵
っ
て
、
酒
妙
酢
浸
泡
爆
熱
炎
の
一
つ
製
法
で
炮
制
し
た
も
の
が
多
い
。

「
薬
品
製
法
弁
」
か
ら
、
当
時
の
臨
床
用
薬
に
お
け
る
中
日
の
差
異
が
読
み
と
れ
る
。
中
国
医
師
は
古
代
炮
制
法
を
守
っ
て
い
る
が
、
日
本

で
は
も
う
「
五
十
年
来
諸
名
家
見
識
あ
り
て
薬
品
の
製
法
日
夜
廃
棄
し
、
自
然
の
功
能
を
研
究
し
」
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

（
邪
）

ち
な
み
に
、
早
く
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
発
刊
さ
れ
た
香
川
修
庵
豆
本
堂
薬
選
」
の
凡
例
に
薬
物
の
修
治
に
反
対
し
、
自
然
功
能
の

重
視
す
る
主
張
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
凡
薬
不
須
仮
制
、
有
物
有
則
、
万
品
各
有
天
生
自
然
之
効
用
、
如
桂
枝
発
汗
、
筍
薬
治
腹

痛
、
桔
梗
治
咽
痛
、
附
子
温
、
大
黄
潟
是
也
、
此
乃
天
生
自
然
之
才
、
固
不
須
他
借
也
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
説
は
中
国
本
草
の
伝
統
的

思
想
に
反
す
る
た
め
に
、
多
く
の
本
草
家
た
ち
の
批
判
を
受
け
た
が
、
現
実
主
義
的
で
、
本
草
の
面
目
を
一
新
さ
せ
た
説
で
あ
っ
た
。
そ
れ

で
こ
の
説
は
後
世
の
学
者
に
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
相
違
点
が
中
日
両
国
の
用
薬
量
の
違
い
に
影
響
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

胡
兆
新
は
、
長
崎
唐
館
で
中
国
商
人
を
診
療
し
た
に
違
い
な
い
が
、
そ
の
類
の
記
録
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。
一
方
、
彼
が
日
本
人
に
行

（
師
）
（
詔
）

っ
た
治
療
記
録
は
『
胡
氏
方
案
』
『
胡
氏
臨
証
医
按
」
と
し
て
残
る
。

「
胡
氏
方
案
」
は
原
舂
に
よ
る
写
本
五
冊
か
ら
な
る
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
冊
「
胡
氏
方
案
巻
之
二
・
第
二
冊
『
胡
氏
方
案
巻
之
二
・
第
三
冊
「
胡
氏
方
案
巻
之
三
」
・
第
四
冊
「
胡
氏
方
案
巻
之
四
」
と
『
胡

氏
方
案
拾
遺
」
・
第
五
冊
原
舂
と
胡
兆
新
と
の
問
答
、
な
ら
び
原
舂
が
文
化
甲
子
冬
日
に
書
い
た
奥
書
。

「
胡
氏
方
案
』
は
、
胡
兆
新
の
長
崎
に
お
け
る
治
験
の
一
七
二
例
、
延
べ
四
九
四
回
の
診
療
記
録
で
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
の
例
に
受
診
の
日
付
、
病
人
の
氏
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
患
者
は
ほ
と
ん
ど
日
本
人
で
あ
る
。
「
方
案
」
の
日
付
か
ら
文
化
元
年

四
、
胡
氏
医
案
に
見
る
胡
兆
新
の
医
療
内
容
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症
例
一
、
森
安
宗
亭
、
七
十
四
歳
、
享
和
壬
戌
年
（
一
八
○
二
）
の
五
月
に
発
病
、
症
状
は
忽
然
と
し
て
昏
倒
、
人
事
不
省
、
口
眼
歪
斜
、

音
語
甕
渋
。
治
療
を
施
す
う
ち
に
、
四
五
十
日
を
経
て
、
暫
く
治
癒
し
た
が
、
翌
年
の
十
月
に
ま
た
発
作
を
起
し
た
。
症
状
が
牙
関
緊
、
頭

項
刺
痛
、
眩
量
、
嘔
吐
な
ど
前
よ
り
重
か
っ
た
。
甘
草
潟
心
湯
、
温
胆
湯
に
酸
棗
仁
を
加
え
、
地
黄
飲
子
を
投
与
し
た
が
、
効
き
目
が
あ
ま

り
な
い
。
胡
兆
新
の
診
療
を
二
月
初
旬
か
ら
受
け
始
め
、
二
月
十
二
日
、
二
十
二
日
、
三
月
二
日
、
十
二
日
、
二
十
二
日
に
六
回
の
診
察
を

受
け
て
い
る
。
病
状
は
徐
々
に
回
復
。
こ
の
患
者
に
対
し
て
前
医
が
甘
草
潟
心
湯
、
温
胆
湯
な
ど
苦
寒
情
熱
薬
を
用
い
た
こ
と
に
対
し
て
、

卜
生
差
司
／
○

（
調
）

二
月
二
日
か
ら
十
二
月
二
十
七
日
の
間
に
診
察
し
た
症
例
で
あ
る
。

さ
て
、
原
菩
な
る
人
物
は
「
崎
舘
菱
臆
』
『
清
客
筆
語
」
に
よ
っ
て
、
藩
医
藍
川
玄
慎
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
「
胡
氏
方
案
」
は

文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
九
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
、
藍
川
玄
慎
が
幕
府
医
官
の
吉
田
長
達
・
千
賀
道
栄
・
小
川
文
庵
と
共
に
、
長
崎
の
胡

兆
新
の
も
と
に
遊
学
し
た
時
の
記
録
で
あ
る
。
藍
川
玄
慎
は
三
人
の
医
官
に
続
い
て
、
文
化
二
年
二
月
に
長
崎
を
発
っ
て
帰
国
し
た
。
同
年

（
抑
）

四
月
、
十
人
扶
持
で
松
江
藩
御
医
師
に
登
用
さ
れ
た
。

「
胡
氏
臨
証
医
按
』
は
上
下
二
冊
か
ら
な
る
。
編
写
者
は
千
賀
氏
で
あ
る
。
上
に
は
千
賀
道
栄
の
文
化
七
年
庚
午
（
一
八
一
○
）
六
月
記
の

序
文
が
あ
る
。
序
文
に
よ
る
と
、
『
胡
氏
臨
証
医
按
』
に
は
、
癸
亥
（
一
八
○
三
）
か
ら
乙
丑
（
一
八
○
五
）
に
か
け
て
胡
兆
新
が
行
っ
た
治
験

例
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
後
人
が
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
診
察
の
日
付
が
未
記
入
で
あ
る
。
版
下
用
の
用
紙
が
使
用

さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
編
纂
者
が
刊
行
す
る
つ
も
り
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

現
在
、
見
る
こ
と
が
で
き
る
胡
兆
新
の
医
案
は
、
彼
の
治
療
の
全
部
で
は
な
い
が
、
原
春
が
「
毎
見
高
案
必
随
写
随
調
、
帰
必
復
調
」
と
語

る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
胡
兆
新
の
医
術
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
疾
病
は
内
科
、
婦
人
科
、
外
科
、
小
児
科
な
ど
各
科
に
属
す
。
胡

兆
新
は
得
意
な
技
を
駆
使
し
て
、
難
病
、
持
病
を
よ
く
治
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
『
胡
氏
方
案
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
三
つ
の
治
療
例
の
症
状
、
処
方
、
効
果
を
取
り
上
げ
て
、
胡
兆
新
の
医
術
の
一
斑
を
紹
介
し



日本医史学雑誌第47巻第1号（2()01）93

胡
兆
新
は
病
人
が
年
寄
り
で
あ
る
こ
と
を
考
盧
し
て
、
主
に
肝
腎
陰
虚
で
肝
風
内
動
を
起
こ
し
た
と
診
断
し
て
、
甘
温
滋
陰
薬
を
主
剤
と
し

た
。
二
ヶ
月
を
経
つ
と
、
著
し
い
効
果
が
現
れ
た
。

症
例
二
、
長
川
政
八
、
十
八
歳
。
既
往
歴
に
八
歳
の
と
き
か
ら
、
腹
痛
を
患
い
、
あ
ら
ゆ
る
治
療
を
尽
く
し
て
、
一
応
治
癒
し
て
い
た
が
、

昨
年
（
一
八
○
三
）
の
秋
、
生
魚
を
食
べ
た
あ
と
、
発
作
を
起
こ
し
た
。
治
療
し
て
も
効
き
目
が
な
い
。
二
月
二
十
二
日
、
三
月
七
日
、
胡
兆

新
の
治
療
を
受
け
た
。
一
回
目
の
処
方
は
和
血
、
通
絡
、
順
気
を
主
と
し
て
、
二
回
目
の
処
方
は
和
中
、
調
気
、
養
血
で
あ
っ
た
。
こ
の
二

処
方
で
政
八
の
腹
痛
を
完
治
し
た
。
胡
兆
新
は
前
医
の
平
胄
健
脾
の
常
法
と
異
な
る
通
血
絡
、
順
稟
気
の
方
法
を
用
い
、
政
八
の
十
年
も
抱

え
た
疾
病
を
、
忽
ち
に
平
復
さ
せ
た
こ
と
で
、
当
時
、
「
奇
手
」
と
い
う
評
判
が
た
っ
た
。

症
例
三
、
松
屋
胸
太
郎
、
十
歳
。
三
月
下
旬
に
、
寒
熱
、
乾
嘔
、
煩
渇
、
小
便
赤
渋
、
姻
血
な
ど
症
状
が
あ
り
、
あ
る
医
者
に
風
寒
虫
積

症
と
診
断
さ
れ
、
九
味
渭
脾
飲
と
天
花
粉
が
投
与
さ
れ
た
。
七
八
日
間
に
病
勢
が
増
悪
、
四
月
二
日
、
五
日
、
七
日
三
回
頻
繁
に
胡
兆
新
を

訪
れ
、
温
邪
化
熱
、
陰
気
鱈
虚
と
診
断
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
処
方
は
前
医
と
違
っ
た
。
そ
の
中
で
楯
子
、
豆
鼓
を
大
量
投
与
す
る
こ
と

が
衆
医
に
新
奇
に
感
じ
ら
れ
た
。
こ
の
治
療
で
十
日
間
く
ら
い
で
、
諸
症
に
好
転
の
兆
し
が
見
ら
れ
、
危
急
か
ら
転
じ
て
安
泰
に
な
っ
た
。

以
上
の
症
例
に
み
る
よ
う
に
、
胡
兆
新
は
当
地
の
医
者
が
用
い
な
い
治
療
方
法
で
よ
く
難
病
を
治
し
て
、
確
か
な
実
力
を
示
し
た
。

『
胡
氏
方
案
」
に
お
け
る
原
春
の
奥
書
に
よ
る
と
、
胡
兆
新
は
当
時
、
友
人
の
程
赤
城
の
家
に
寄
寓
し
て
、
聖
福
寺
、
崇
福
寺
で
診
療
を
行

っ
た
。
患
者
の
数
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
多
く
、
効
い
た
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
な
く
、
そ
の
名
が
江
戸
ま
で
聞
こ
え
て
い
た
。
ま
た
、
長
崎

の
治
療
方
案
が
し
ば
し
ば
幕
府
に
進
呈
さ
れ
た
た
め
、
清
国
医
師
の
医
技
が
頗
る
奇
特
と
思
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
故
に
、
江
戸
幕
府
の
医
官

が
胡
兆
新
に
学
ぶ
た
め
に
長
崎
へ
派
遣
さ
れ
た
。

前
述
の
よ
う
に
、
胡
兆
新
は
長
崎
奉
行
成
瀬
因
幡
守
の
許
可
を
受
け
、
文
化
元
年
二
月
よ
り
、
毎
月
二
・
七
の
日
を
聖
福
寺
、
崇
福
寺
へ

診
療
出
張
し
、
月
に
六
日
間
、
市
中
の
診
療
を
行
っ
た
。
九
月
以
後
は
毎
月
四
・
九
の
日
が
医
官
達
の
入
唐
館
日
と
定
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、

二
月
か
ら
七
月
ま
で
の
胡
兆
新
の
診
療
日
は
奉
行
の
指
定
し
た
日
数
よ
り
ず
っ
と
多
か
っ
た
。
『
胡
氏
方
案
」
に
、
四
月
の
一
ヶ
月
に
十
二
日
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「
問
答
録
」
は
十
六
条
か
ら
な
る
。
質
問
は
中
国
の
医
事
制
度
、
伝
授
方
法
、
考
試
科
目
、
必
読
書
、
民
間
病
名
、
診
療
法
、
煎
服
法
、
字

義
、
医
事
風
俗
、
地
方
の
名
医
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
り
、
内
科
、
小
児
科
、
婦
人
科
、
外
科
さ
ら
に
腹
診
法
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
ま
た
日

本
で
俗
に
早
打
肩
・
早
手
・
百
日
咳
と
呼
ぶ
症
状
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
、
中
国
に
「
奇
方
霊
剤
」
が
あ
る
か
と
質
問
す
る
。
し
か
し
、
高

速
な
哲
学
的
理
論
に
関
す
る
問
い
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
質
問
者
ら
は
中
国
書
の
医
学
理
論
や
臨
床
治
療
に
は
さ
ほ
ど
関
心
が
な
く
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
中
国
で
の
医
療
状
況
や
有
効
な
伝
統
療
法
に
興
味
を
示
し
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
す
る
胡
兆
新
の
返
答
は
十
九
条

こ
の
「
問
答
録
」
の
写
本
と
、
こ
う
し
た
史
実
の
記
録
は
日
本
に
の
み
存
在
し
て
い
て
、
中
国
で
は
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
巻
頭

に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
文
献
②
「
胡
氏
方
案
附
録
』
清
医
胡
兆
新
江
相
尋
申
度
事
、
③
『
清
国
医
事
問
答
」
、
④
『
清
医
胡
兆
新
問
答
録
」
、

⑤
『
胡
兆
新
問
答
書
』
、
⑥
『
栗
園
叢
書
』
胡
兆
新
御
答
書
和
解
、
⑩
「
清
客
筆
語
』
は
い
ず
れ
も
一
つ
の
「
問
答
録
」
の
写
本
と
し
て
存
在

し
て
い
る
。
し
か
し
、
各
写
本
に
よ
っ
て
順
序
・
文
字
・
精
粗
な
ど
が
違
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
様
々
な
写
本
の
存
在
は
、
江
戸
時
代
に

広
く
流
布
し
、
転
々
と
書
写
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
。
こ
の
こ
と
は
当
時
の
日
本
の
医
師
が
中
国
の
医
療
情
況
や
伝
統
療
法
を
知
り
た
が
っ

川
仁
十
郎
の
連
名
で
報
告
さ
れ
た
。

特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
江
戸
幕
府
は
胡
兆
新
を
重
視
し
、
医
官
に
胡
兆
新
と
の
問
答
を
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
幕
府
医
官
が

胡
兆
新
に
行
っ
た
質
問
と
胡
兆
新
の
返
答
か
ら
な
り
、
「
問
答
録
」
形
式
で
文
化
甲
子
年
（
一
八
○
四
）
五
月
に
唐
通
事
の
神
代
太
十
郎
・
願

て
い
た
こ
と
↑
ぜ
一
示
し
て
い
る
、

問
出
診
し
、
九
十
七
回
診
療
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
か
な
り
繁
忙
の
日
々
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
八
月
以
後
は
決
ま
っ
た
出

張
日
に
だ
け
行
く
よ
う
に
な
り
、
診
療
記
録
も
著
し
く
減
少
し
た
。
恐
ら
く
そ
の
頃
、
四
・
九
の
日
に
幕
府
医
官
達
と
の
対
話
問
答
が
行
わ

れ
て
い
た
か
ら
、
出
掛
け
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

五
、
幕
府
医
官
と
の
問
答
録
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に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
事
実
に
則
し
た
客
観
的
回
答
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
各
写
本
は
相
違
点
が
存
在
す
る
が
、
大
筋
は
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
胡
氏
方
案
附
録
』
清
医
胡
兆
新
江
相
尋
申

度
事
に
は
他
に
な
い
下
ヶ
札
と
三
皇
廟
の
絵
が
あ
る
。

こ
の
札
に
は
「
在
館
唐
医
是
迄
長
崎
に
て
治
療
致
し
候
者
朱
来
章
、
周
岐
来
、
趙
湘
陽
之
類
及
此
度
之
胡
兆
新
等
病
人
診
察
之
節
、
脈
之

後
に
腹
を
も
診
候
て
、
此
問
に
は
不
及
候
、
乍
然
兎
角
医
書
に
腹
部
之
診
法
を
委
く
載
候
も
の
無
之
候
間
、
若
別
段
に
口
訣
等
も
候
哉
、
委

こ
の
札
の
個
所
に
、
腹
診
に
関
す
る
質
問
の
記
載
が
一
条
あ
る
。
下
ヶ
札
は
そ
の
追
記
で
あ
る
。
で
は
、
何
故
、
札
を
添
付
し
た
か
。
質

問
者
は
中
国
医
学
書
に
腹
診
の
説
明
が
な
い
こ
と
に
不
信
を
抱
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
弧
）

こ
の
腹
診
の
質
問
者
は
、
恐
ら
く
多
紀
元
簡
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
著
書
一
医
謄
」
に
こ
の
事
を
記
載
し
て
、
胡
兆
新
の
腹
診
に
つ
い
て

の
返
答
に
遺
憾
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
下
ヶ
札
の
筆
者
は
、
多
紀
元
簡
で
あ
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
。

『
胡
氏
方
案
附
録
』
清
医
胡
兆
新
江
相
尋
申
度
事
の
漢
訳
に
は
そ
の
札
の
内
容
は
一
切
翻
訳
さ
れ
な
か
っ
た
。
当
時
の
唐
通
事
が
、
こ
の
札

を
胡
兆
新
へ
伝
え
る
必
要
は
な
い
と
思
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

三
皇
廟
の
絵
は
四
丁
か
ら
な
り
、
水
墨
で
三
皇
廟
が
描
か
れ
て
い
る
。
（
図
１
）

「
問
答
録
」
の
第
一
問
は
医
学
制
度
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
三
皇
廟
に
触
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
但
医
学
の
内
に
は
三
皇
廟
、

マ
マ

先
医
廟
有
之
趣
に
候
、
弥
左
様
に
候
哉
、
惣
て
医
学
一
体
造
営
の
様
子
廟
堂
学
舎
門
垣
の
様
子
名
地
に
て
異
同
可
有
之
筈
に
候
へ
共
、
其
大

概
を
何
様
に
も
見
は
か
り
、
追
而
絵
図
に
致
し
候
を
見
申
度
候
、
若
胡
兆
新
市
医
に
て
其
場
の
義
弁
不
申
候
哉
も
難
斗
候
得
共
、
伝
聞
に
て

も
存
居
候
は
は
荒
増
之
所
に
て
も
宜
候
」
と
三
皇
廟
の
絵
図
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
胡
兆
新
は
「
問
三
皇
廟
者
寺
院
也
、
非
学
也
、
亦
甚
寛
大
外
為
廟
門
、
上
有
門
額
刻
三
皇
廟
、
進
門
有
外
殿
両
傍
所
供

侍
、
従
之
像
再
進
大
殿
五
問
中
供
三
皇
像
昆
族
紘
絵
五
彩
裳
服
廟
門
大
殿
倶
係
南
向
、
傍
有
張
仲
景
先
師
殿
再
有
客
座
書
、
房
内
有
道
士
承

し
く
承
度
候
」
と
あ
る
。
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一一へ

図1三皇廟

応
供
奉
後
静
室
為
道
士
居
、
住
医
家
朔
望
進
香
」
と
答
え
た
上
で
、
こ
の
絵
を
画
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。医

学
校
に
は
三
皇
廟
、
ま
た
は
先
医
廟
を
設
置
す
る
か
と
質
問
し
た
の
も
多
紀
元
簡
で
あ
っ
た

（
蛇
）
（
蝿
）

こ
と
は
彼
の
著
作
「
医
謄
」
の
巻
上
に
医
学
、
三
皇
廟
に
関
す
る
論
が
あ
り
、
胡
兆
新
に
質
問
し

た
こ
と
を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
確
か
で
あ
る
。

多
紀
は
胡
兆
新
の
返
答
に
満
足
せ
ず
、
「
此
蓋
就
蘇
門
一
地
而
言
之
・
如
両
直
隷
。
恐
不
如
此
也
・
」

と
反
論
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
多
紀
は
医
学
校
に
三
皇
廟
を
設
置
す
る
こ
と
は
元
時
代
に
は
じ

ま
っ
た
と
確
信
し
て
い
た
が
、
そ
の
確
答
を
胡
兆
新
か
ら
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
絵
が
胡
兆
新
の
自
筆
で
あ
る
か
否
か
は
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
、
書
・
画
に
長

じ
た
胡
氏
に
と
っ
て
こ
の
種
の
絵
は
難
し
く
な
い
が
、
胡
兆
新
の
絵
を
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
可

能
性
が
あ
る
。
「
問
答
録
」
を
抄
写
し
た
他
の
写
本
で
は
こ
の
絵
が
省
略
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
れ
以

上
の
推
測
は
で
き
な
い
。

注
と
文
献

（
１
）
金
井
俊
行
「
長
崎
年
表
』
、
第
二
、
二
一
頁
、
文
会
社
、
長
崎
、
一
八
八
六
。

（
２
）
「
胡
氏
方
案
附
録
』
、
写
本
一
冊
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
所
蔵
、
第
九
門
、
一
二
九
六
五
。

（
３
）
前
掲
文
献
（
２
）
第
七
葉
～
二
五
葉
。

（
４
）
「
宮
内
庁
書
陵
部
和
漢
図
書
分
類
目
録
」
一
四
七
八
頁
、
二
七
六
函
三
六
五
、
宮
内
庁
、
東
京
、
一
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丑
四
月
子
九
番
船
ョ
リ
帰
唐
ス
」

（
岨
）
そ
れ
ぞ
れ
仮
名
で
内
容
が
ほ
唾

（
鋤
）
前
掲
文
献
（
２
）
四
、
五
頁
。

（
ｕ
）
「
清
客
筆
語
」
写
本
一
冊
、
修
琴
堂
蔵
書
、
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
書
庫
寄
託
。

（
岨
）
樋
口
季
成
「
医
林
蒙
求
」
序
文
、
文
化
改
元
刊
、
修
琴
堂
蔵
書
（
二
六
七
）
、
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
書
庫
寄
託
。

（
過
）
渡
辺
庫
輔
『
来
舶
唐
人
史
料
』
穀
堂
遺
稿
抄
巻
一
、
長
崎
市
立
図
書
館
郷
土
資
料
室
渡
辺
文
庫
三
一
六
’
一
三
’
二
六
九
、
写
本
。

（
皿
）
「
唐
人
番
日
記
」
『
海
色
』
、
郷
土
志
史
料
誌
、
第
四
輯
、
一
八
一
頁
、
海
色
社
、
長
崎
、
一
九
三
四
。

（
妬
）
前
掲
文
献
（
喝
）
「
唐
人
番
倉
田
氏
日
記
」
。

（
略
）
前
掲
文
献
（
蝿
）
『
瓊
浦
通
・
下
』
。

（
Ⅳ
）
『
大
田
南
畝
全
集
」
巻
八
、
「
蜀
山
人
尺
蹟
」
、
四
五
四
・
四
五
八
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
東
京
、
一
九
○
八
。

（
肥
）
前
掲
文
献
（
昭
）
「
長
崎
志
続
編
」
「
胡
兆
新
呈
旱
和
三
癸
亥
年
ハ
艘
入
津
外
二
番
船
二
艘
当
年
十
二
月
子
二
番
船
ョ
リ
唐
医
胡
兆
新
卜
申
者
運
渡

ル
処
世
中
ノ
者
ト
モ
療
治
ト
シ
テ
毎
月
二
七
日
聖
福
寺
崇
福
寺
エ
寺
出
致
ス
付
療
治
請
度
キ
者
ア
ラ
ハ
願
之
上
同
寺
エ
可
罷
出
旨
命
セ
ラ
ル
翌
々

（
９
）
『
胡
氏

（
皿
）
『
胡
氏

九
三
三
。

（
ｕ
）
「
清
客

（
岨
）
樋
口
孝

（
過
）
渡
辺
岸

（
皿
）
「
唐
人

（
７
）
前
掲
（
６
）
Ｖ
一
一
・
二
二
一
○
。

（
８
）
『
京
都
帝
国
大
学
和
漢
図
書
分
類
目
録
」
第
四
冊
・
医
学
、
二
四
六
頁
、
富
士
川
本
目
録
キ
・
九
、
京
都
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
、
京
都
、
一
九

（
５
）
前
掲
文
献
（
４
）
二
○
五
函
一
五
七
。

（
６
）
「
東
京
大
学
総
合
図
書
館
目
録
」
、
三
頁
、
Ｖ
十
・
一
三
六
・
東
京
大
学
総
合
図
書
館
、
財
団
法
人
日
本
古
医
学
資
料
セ
ン
タ
ー
、
東
京
、
一
九
七

九
五
三
。

四
二

○

Ｔ
ｌ
Ｏ

ｒ
ノ

そ
れ
ぞ
れ
仮
名
で
内
容
が
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
る
。

「
胡
氏
方
案
」
、
原
春
に
よ
る
写
本
五
冊
、
原
舂
の
文
化
甲
子
冬
日
に
書
い
た
奥
書
が
あ
る
、
松
江
日
赤
病
院
附
属
図
書
館
、
架
号

『
胡
氏
臨
証
医
按
」
、
千
賀
道
栄
に
よ
る
写
本
二
冊
、
千
賀
の
文
化
七
年
六
月
に
書
い
た
序
文
が
あ
る
。
蘇
州
市
図
書
館
古
籍
部
、
架
号

四
十
五
。

八
一
四
．
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（
別
）
何
鉄
山
に
つ
い
て
は
前
掲
文
献
（
２
）
（
４
）
（
５
）
（
８
）
に
「
唐
山
医
士
通
博
世
家
、
只
在
蘇
松
両
府
、
他
処
皆
不
如
也
、
現
今
松
江
何
氏
可

称
世
家
第
一
、
其
干
宋
朝
南
渡
随
従
来
呉
家
、
子
松
江
相
伝
今
、
已
歴
二
十
九
世
、
其
間
名
医
頗
多
、
現
在
子
弟
業
医
者
亦
頗
頗
有
名
、
僕
相
從
何

鉄
山
先
生
、
即
其
家
二
十
七
世
商
也
、
所
有
著
述
皆
係
訓
教
子
弟
、
相
伝
講
諭
、
並
不
刻
印
榑
名
者
也
」
と
、
こ
の
以
外
の
何
鉄
山
に
関
す
る
資
料

は
中
国
で
も
日
本
で
も
現
在
見
つ
か
ら
な
い
。
そ
し
て
、
「
此
節
申
立
候
程
赤
城
真
之
物
和
解
」
の
文
書
に
北
京
太
医
院
何
鉄
山
の
記
載
が
疑
え
る

が
、
も
し
、
本
当
に
北
京
太
医
院
で
勤
め
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
胡
兆
新
は
自
ら
の
先
生
の
栄
耀
の
過
去
を
言
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
得
な
い
。
船
主
朱

鑑
池
が
胡
兆
新
の
医
名
を
高
く
す
る
た
め
に
、
虚
偽
の
話
を
付
け
た
可
能
性
が
高
い
。

（
犯
）
「
幕
府
時
代
の
長
崎
」
、
二
○
○
頁
、
長
崎
市
役
所
蔵
、
東
京
築
地
活
版
製
造
所
、
一
九
八
三
増
補
再
版
。

（
羽
）
大
庭
修
「
江
戸
時
代
の
日
中
秘
話
」
、
三
二
～
三
六
頁
、
東
方
書
店
、
東
京
、
一
九
八
○
。

（
型
）
前
掲
文
献
（
１
）
第
二
、
十
九
～
四
十
八
頁
。

（
妬
）
前
掲
文
献
（
虹
）
一
八
四
～
一
八
八
頁
。

（
調
）
大
庭
修
『
享
保
時
代
の
日
中
関
係
資
料
二
」
、
七
二
四
頁
、
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
資
料
集
刊
九
’
三
、
関
西
大
学
出
版
部
、
京
都
、
一
九

（
”
）
大
庭
修
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
中
国
文
化
受
容
の
研
究
」
、
四
六
一
頁
、
株
式
会
社
同
朋
舍
出
版
、
京
都
、
一
九
八
四
。

（
調
）
『
胡
氏
方
案
附
録
』
前
々
唐
医
市
中
治
療
被
差
免
候
、
先
例
相
調
ね
申
上
候
書
付

前
々
唐
医
渡
来
仕
節
、
市
中
料
治
被
差
免
候
古
例
相
調
候
処
、
左
之
通
御
座
候

一
享
保
六
丑
年
九
月
就
御
用
唐
医
被
為
召
朱
来
章
被
渡
候
処
、
彰
城
藤
次
右
衛
門
方
江
三
ヶ
年
之
間
、
御
預
ヶ
被
為
置
、
市
中
療
治
も
勝
手
二
仕
候

九
五
。

一
同
十
巳
年
十
月
就
御
用
唐
医
儒
医
被
為
召
周
岐
来
被
渡
候
処
柳
屋
次
郎
左
衛
門
方
江
三
ヶ
年
之
間
御
預
ヶ
被
為
置
市
中
療
治
も
勝
手
二
仕
候
様

元
文
五
申
年
閏
七
月
三
日
為
療
治
沈
草
亭
青
木
膳
方
江
罷
出
候

同
廿
六
日
為
療
治
陳
元
僕
水
野
復
右
衛
門
方
江
罷
出
候
。

寛
保
二
戌
年
四
月
廿
七
日
よ
り
為
療
治
沈
草
亭
、
林
幸
三
郎
方
江
止
宿
仕
候

被
仰
付
候

様
、
被
仰
付
候
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一
同
三
亥
年
四
月
廿
五
日
為
療
治
沈
草
亭
、
趙
景
清
官
梅
三
十
郎
方
江
罷
出
候

一
同
九
月
廿
六
日
市
中
病
人
為
療
治
右
之
両
人
崇
福
寺
へ
罷
出
候

一
延
享
二
丑
年
閨
十
二
月
八
日
通
事
に
李
仁
山
種
痘
掛
か
り
以
後
市
中
療
治
仕
候

一
明
和
七
寅
和
年
六
月
廿
一
日
よ
り
為
療
治
沈
草
亭
林
梅
庭
方
江
七
月
廿
一
日
迄
日
々
罷
出
候

一
安
永
三
午
年
六
月
十
二
日
よ
り
為
療
治
費
雲
加
、
汪
縄
武
、
穎
川
四
郎
太
方
江
罷
出
候

右
之
通
御
座
候
以
上
五
月

（
羽
）
『
胡
氏
方
案
附
録
」
「
寛
政
十
二
年
申
七
月
被
仰
渡
候
御
書
付
写
」

当
時
館
内
二
在
留
之
唐
医
戴
思
九
医
術
功
者
之
旨
、
御
医
師
多
紀
安
長
及
承
、
松
平
伊
豆
守
殿
江
申
上
候
由
之
処
、
弟
子
共
之
内
長
崎
辺
遊
学
好

ミ
候
者
有
之
候
ハ
ゾ
、
差
越
対
話
為
致
試
候
様
被
仰
渡
候
処
、
当
時
弟
子
共
之
内
可
相
越
者
無
之
候
処
、
幸
当
地
医
師
西
原
長
允
儀
者
先
年
致
出
府
、

安
長
弟
子
筋
二
付
、
右
之
者
対
話
為
致
度
旨
安
長
申
出
候
害
面
、
五
月
晦
日
御
同
人
守
堀
田
摂
津
殿
江
御
渡
被
成
、
長
允
館
内
江
差
遣
、
対
話
為
致

候
義
者
苦
ヶ
間
敷
哉
二
候
間
、
当
地
へ
申
越
候
様
摂
津
守
殿
被
仰
聞
候
由
、
中
川
飛
弾
守
よ
り
申
来
候
、
勿
論
右
対
話
問
答
之
義
者
、
長
允
江
安
長

よ
り
以
害
状
委
細
可
申
越
旨
二
候
間
、
右
之
趣
其
方
共
令
承
知
、
長
允
井
唐
人
共
通
事
共
も
可
申
渡
置
候
、
尤
長
允
館
内
江
相
越
唐
医
対
話
之
節
者

通
事
共
立
合
候
様
可
為
致
候
申
七
月
四
日
御
渡

「
此
節
申
立
候
程
赤
城
真
之
物
和
解
」

去
申
年
在
館
戴
思
九
医
術
功
者
之
由
被
聞
召
上
、
御
当
地
医
師
西
原
長
允
老
江
試
之
義
等
被
仰
渡
も
有
之
候
処
、
其
頃
右
戴
思
九
病
気
二
而
対
話

も
不
相
遂
内
終
二
死
去
仕
候
、
右
は
江
府
表
御
用
二
も
相
成
可
申
義
と
乍
恐
奉
存
候
二
付
、
去
秋
仲
ヶ
間
朱
鑑
池
よ
り
も
唐
医
師
連
渡
之
義
申
上
置

候
へ
共
以
今
為
何
御
沙
汰
も
無
御
座
候
、
惣
而
仁
術
を
業
と
し
人
命
を
預
り
太
切
成
る
業
二
御
座
候
事
故
、
熟
練
無
之
候
而
者
仁
術
二
も
相
当
申
間

敷
、
素
よ
り
御
当
地
二
も
余
多
名
家
有
之
儀
二
御
座
候
得
共
、
此
上
当
時
唐
国
之
治
法
直
二
相
伝
有
之
候
ハ
ヌ
、
猶
更
生
々
愛
育
之
意
ニ
相
叶
可
申

候
、
猶
又
私
共
儀
御
当
地
在
留
中
病
気
等
差
起
り
候
之
節
、
唐
国
之
治
法
を
以
療
養
相
加
一
入
安
気
仕
候
義
二
御
座
候
得
者
、
疾
々
招
請
致
置
度
心

掛
罷
在
候
得
共
、
唐
国
二
而
是
迄
之
病
家
を
捨
置
無
故
難
相
渡
趣
二
御
座
候
得
共
、
自
然
御
当
地
ニ
お
ひ
て
御
用
可
被
仰
付
次
第
も
御
座
候
ハ
ヌ
、

其
趣
申
越
連
渡
候
様
可
仕
候
、
然
時
者
私
共
自
身
招
請
致
候
と
違
ひ
医
療
相
止
相
渡
候
而
も
、
却
而
本
人
一
一
お
ひ
て
ハ
家
業
之
規
模
相
願
候
心
能
渡

来
可
仕
由
二
御
座
候
間
、
何
卒
御
仁
慈
之
思
召
を
以
御
呼
越
之
義
、
此
節
御
沙
汰
被
成
下
候
ハ
ヌ
出
帆
二
船
よ
り
委
敷
申
越
当
夏
冬
二
か
け
無
相
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享
和
三
亥
三
月
十
一
日
高
嶋
作
兵
衛

去
秋
十
二
家
船
主
朱
鑑
池
申
立
候
唐
医
師
連
渡
候
義
、
当
地
二
も
名
医
有
之
候
へ
共
、
唐
国
之
治
法
相
伝
へ
候
ハ
ヌ
在
館
唐
商
二
も
療
用
相
加
へ

候
之
節
、
安
気
仕
候
事
故
、
猶
又
連
渡
方
之
儀
、
此
節
申
立
候
処
、
右
者
功
者
之
医
師
連
渡
候
心
当
も
有
之
哉
之
段
、
御
沙
汰
之
趣
を
以
相
尋
候
処
、

マ
マ

江
南
省
蘇
州
府
之
産
胡
紹
新
与
申
医
師
北
京
太
医
院
何
鉄
山
門
生
二
而
、
当
時
專
相
行
ハ
れ
、
高
名
之
者
に
御
座
候
問
、
此
者
連
渡
申
度
、
右
二
付

而
者
、
在
留
中
手
当
と
し
て
一
ヶ
年
五
貫
目
程
も
被
下
置
度
旨
申
出
候
間
、
評
議
仕
候
処
、
於
唐
国
医
術
功
者
被
相
行
候
者
は
容
易
二
渡
来
も
仕
間

マ
マ

敷
哉
、
勿
論
一
卜
通
り
之
医
師
連
渡
候
而
は
其
規
模
無
之
事
二
付
、
其
含
を
以
、
医
師
之
様
子
篤
与
相
尋
候
処
、
右
胡
紹
新
義
、
蘇
州
表
二
而
ハ
医

業
高
名
之
者
之
由
、
頴
川
仁
十
郎
申
聞
候
間
、
左
候
ハ
ゴ
渡
来
之
上
当
地
医
師
江
も
対
話
為
致
、
実
二
医
術
功
者
二
而
御
国
之
益
二
も
相
成
候
者
二

有
之
候
ハ
ヌ
、
其
節
二
至
り
御
手
当
銀
五
メ
目
程
者
銀
札
を
以
被
下
置
、
相
済
可
申
哉
之
段
、
同
人
江
申
談
候
処
、
随
分
医
術
御
試
被
仰
付
、
其
験

し
有
之
候
ハ
武
、
御
手
当
被
下
置
度
旨
、
申
間
候
問
、
先
在
留
唐
商
共
自
分
療
用
之
た
め
連
渡
候
心
得
を
以
渡
来
之
積
り
可
被
為
成
、
御
聞
届
哉
二

奉
存
候
、
然
上
者
、
追
而
渡
海
仕
候
上
、
当
地
之
医
師
江
対
話
為
仕
、
彌
申
立
候
通
、
医
術
功
者
二
候
ハ
ヌ
、
御
手
当
等
之
段
者
、
猶
又
其
節
取
調

申
上
候
義
可
仕
候
依
之
、
此
段
申
上
候
已
上

亥
三
月
河
野
伴
左
エ
門

「
唐
医
連
渡
方
之
儀
二
付
十
二
家
船
主
申
立
候
趣
評
議
仕
申
上
候
書
付
」

マ
マ

書
面
唐
医
胡
紹
新
渡
来
之
義
者
、
先
在
館
唐
商
共
療
用
之
た
め
連
渡
候
心
得
を
以
渡
来
為
仕
、
御
手
当
銀
札
を
以
被
下
候
義
ハ
同
人
渡
海
之
上
当

地
医
師
江
対
話
為
仕
相
試
弥
申
立
之
通
医
術
功
者
に
て
御
国
之
益
ニ
相
成
候
事
二
有
え
候
ハ
ヌ
、
猶
又
取
調
申
上
候
様
被
仰
渡
奉
畏
候
、
其
段
唐
方

違
、
連
渡
候
様
可
仕
候
、
此

亥
二
月

江
申
渡
候

右
書
付
之
通
和
解
差
上
申
候

此
段
以
書
付
申
上
候

十
二
家
船
主
程
赤
城

頴
川
仁
十
郎

野
口
長
右
エ
門
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山
脇
久
平
次

拓
植
三
左
エ
門

書
面
唐
医
連
渡
之
義
、
出
会
所
評
議
仕
申
上
候
通
、
右
者
追
而
渡
来
之
上
、
当
地
医
師
江
も
対
話
為
致
、
弥
申
立
之
通
、
医
術
功
者
之
も
の
二
有

之
候
ハ
ヌ
、
御
国
益
二
も
相
成
候
事
故
、
其
節
二
至
り
御
手
当
銀
之
義
ハ
猶
又
取
調
申
上
候
様
可
仕
候
間
先
在
留
唐
商
と
も
自
分
療
用
之
た
め
連

渡
之
心
得
を
以
渡
来
之
積
り
可
被
為
成
、
御
聞
届
候
哉
二
奉
存
候
、
此
段
申
上
候
以
上

亥
三
月
高
嶋
作
兵
衛

（
鋤
）
戴
思
九
に
つ
い
て
の
記
載
は
こ
の
ほ
か
に
、
「
戴
思
九
臨
証
医
案
」
日
本
写
本
一
巻
が
現
在
、
台
湾
故
宮
博
物
院
楊
守
敬
観
海
堂
文
庫
に
存
し
、

一
九
八
七
年
台
湾
新
文
豐
出
版
社
か
ら
影
印
出
版
さ
れ
て
い
る
。
害
後
の
奥
書
「
文
政
乙
酉
復
月
二
十
四
日
披
閲
一
過
、
此
冊
客
歳
嘉
平
月
得
子
麹

街
害
佑
、
戴
氏
未
詳
何
許
人
、
宜
他
日
考
索
耳
。
孜
古
斎
中
呵
筆
記
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
戴
思
九
の
日
本
に
お
け
る
医
案
で
あ
り
、
患
者
の
ほ
と
ん

ど
は
中
国
商
人
だ
っ
た
ら
し
い
。
戴
思
九
が
唐
館
を
出
て
日
本
人
に
治
療
し
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

へへ

3231
ーー

『
唐
人
番
倉
田
氏
日
記
」
「
文
化
甲
子
年
成
瀬
様
二
月
十
九
日
改
元
御
触
」
肥
田
様
同
七
日
唐
医
胡
兆
新
為
療
用
（
＊
細
字
注
ニ
ー
ノ
日
崇
福
寺
、
セ

ノ
日
聖
福
寺
）
／
罷
出
市
中
之
も
の
療
治
医
師
対
話
御
免
達
有
之
・
同
ハ
ニ
月
ナ
リ
／
同
日
江
府
御
医
師
唐
館
江
御
入
、
同
日
ハ
九
月
六
日
ナ
リ
。
「
享

和
四
子
年
二
月
十
九
日
文
化
二
改
元
」
九
月
頃
当
節
江
府
よ
り
御
越
有
之
候
御
医
師
方
毎
月
四
九
日
二
唐
人
屋
敷
え
御
入
有
之
二
付
、
御
役
所
付
壹

人
ッ
付
添
候
様
柴
田
文
右
衛
門
殿
被
仰
付
候
、
大
門
開
き
可
申
哉
御
伺
申
上
候
処
、
御
目
見
已
上
之
御
方
二
者
候
得
共
、
当
御
役
所
も
御
門
御
開
き

マ
マ

之
儀
御
断
二
付
、
右
二
準
シ
、
門
開
候
二
者
お
よ
び
申
間
敷
旨
御
役
所
御
番
所
当
番
武
井
仁
蔵
よ
り
紙
面
二
て
懸
合
来
、
但
右
御
医
師
方
ハ
内
医
師

マ
マ

唐
人
在
宮
仕
居
候
二
付
、
是
二
御
談
事
有
之
、
態
卜
御
下
向
右
い
し
唐
人
ハ
ー
ケ
月
六
之
日
聖
福
寺
へ
罷
出
市
中
病
人
療
治
ス
、
勿
論
御
免
出
役
例

之
通
、
尚
又
下
地
掛
り
医
師
真
野
駿
庵
也
。

前
掲
文
献
（
幻
）
。

小
沢
伝
左
エ
門

吉
野
助
十
郎

中
山
新
十
郎

坂
根
俊
五
郎
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（
認
）
「
瓊
浦
通
・
下
』
「
唐
医
胡
兆
新
市
中
療
治
願
事
」
享
和
三
癸
亥
年
十
二
月
子
ノ
ー
番
船
々
主
胡
兆
新
始
来
船
善
医
又
善
耆
、
市
中
人
二
療
治
請
求

度
旨
奉
行
成
瀬
因
幡
守
二
願
出
ル
虚
、
願
通
被
仰
付
、
毎
月
二
七
日
出
張
定
日
、
崇
福
寺
興
福
寺
両
院
内
出
席
シ
テ
療
治
ヲ
為
ス
、
病
人
多
来
、
治

ヲ
求
、
文
化
二
乙
丑
年
四
月
帰
唐
ス
。

（
別
）
『
胡
氏
方
案
附
録
」
「
唐
医
胡
兆
新
治
療
効
験
之
次
第
相
撰
申
上
候
書
付
高
橋
作
兵
衛
」
当
二
月
十
二
日
以
来
唐
医
胡
兆
新
江
市
中
治
療
候
二
付

免
候
二
付
、
私
共
時
々
出
席
仕
治
療
之
次
第
相
考
候
処
、
第
一
本
邦
に
て
通
例
服
せ
し
め
候
薬
剤
の
分
量
は
一
日
三
貼
に
て
廿
七
八
銭
目
を
用
ひ
候

処
、
胡
兆
新
の
主
剤
は
病
用
病
症
に
よ
り
二
十
銭
目
よ
り
三
十
五
六
銭
目
迄
貼
り
調
合
服
せ
し
め
、
又
薬
品
制
法
の
次
第
種
々
有
之
、
此
製
法
の
弁

は
別
に
記
し
備
高
覧
候
、
随
而
是
迄
数
十
人
治
療
を
施
し
候
中
、
前
医
の
診
治
と
胡
兆
新
の
診
治
を
縣
隔
あ
り
て
、
主
方
効
を
得
る
も
の
ど
も
左
に

（
抑
）

（
４
）

（
蛇
）

（
粥
）

文
化
元
甲
子
年
真
野
三
圭
西
原
長
允

（
妬
）
『
胡
氏
方
案
附
録
三
薬
品
製
法
弁
高
橋
作
兵
衛
」
本
邦
は
五
十
年
来
諸
名
家
見
識
あ
り
て
薬
品
の
制
法
日
夜
廃
棄
し
、
自
然
の
功
能
を
研
究
し
、

後
進
の
諸
士
も
能
く
知
る
所
な
り
、
然
る
に
胡
兆
新
方
中
の
薬
品
を
考
る
に
、
宋
元
已
来
劉
河
間
張
子
和
李
東
垣
朱
丹
溪
の
遺
教
を
守
り
、
今
に
至

る
ま
で
酒
妙
酢
浸
炮
隈
蒸
炎
の
法
一
つ
と
し
て
粗
廃
す
る
事
な
く
、
其
製
法
に
よ
り
方
案
に
あ
る
所
を
猶
再
問
し
て
功
験
を
録
呈
し
奉
る
。

文
化
元
甲
子
年
四
月
真
野
三
圭
西
原
長
允

（
錨
）
ヨ
本
堂
薬
選
」
『
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
』
六
八
、
香
川
修
庵
「
四
」
、
三
三
四
、
三
三
五
頁
、
名
著
出
版
、
東
京
、
一
九
八
二
。

（
師
）
『
胡
氏
方
案
」
写
本
五
冊
、
松
江
日
赤
病
院
附
属
図
書
館
、
架
号
四
十
五
。

（
調
）
『
胡
氏
臨
証
医
按
』
写
本
二
冊
、
蘇
州
市
図
書
館
古
籍
部
、
架
号
八
一
四
・
九
三
三
。

（
調
）
郭
秀
梅
「
渭
医
胡
兆
新
の
一
胡
氏
方
案
」
に
つ
い
て
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
第
四
五
巻
第
二
号
、
第
百
回
日
本
医
史
学
会
総
会
抄
録
号
一
六
四
、

記
奉
入
高
聴
候
。

一
六
五
頁
。

「
列
士
録
」
、
島
根
県
立
図
書
館
に
所
蔵
、
写
本
、
架
号
二
六
。

多
紀
元
簡
『
医
謄
」
、
『
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
」
一
○
八
、
多
紀
元
簡
「
八
」
、
二
七
～
二
九
頁
、
名
著
出
版
、
東
京
、
一
八
○
九
。

前
掲
文
献
（
弘
）
二
二
～
二
七
頁
。

前
掲
文
献
（
弧
）
二
七
、
二
八
頁
。

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
・
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
・
中
国
長
春
中
医
学
院
）



TheRecordsandLegacyoftheMingPhysicianHuZhaoxin

DuringHisStayinJapan

HisActivitiesinNagasakil803-1805

GUOXiumei

MedicalexchangebetweenChinaandJapanhasalonghistory,datingfromthetimeofthe

diplomaticmissionsfromJapantotheSuidynastyaroundtheyear600,althoughstudiestodate

havenotadequatelytakenuptheexchangesinthevariousperiodssincethattime.Thecurrentstudy

focusesontheinteractionduringthelateEdoperiod,anareathathasbeenneglectedinfavorof

studiesofDutch-Japaneseinteraction,andbringstolightthelegacyinJapanoftheMingphysician

HuZhaoxin(胡兆新)whocametoJapanattherequestoftheTokugawaBakufugovernment.My

conclusionisthatHuZhaoxinplayedasignificantroleinthehistoryofSino-Japaneseinteraction.

NofocusedstudyofHuZhaoxinhasyetbeendoneineitherChinaorJapan.Theauthorcollected

andstudiedtheprescriptions,therecordsofresponsestoquestionsandwrittenexchangeswith

officialbakufuphysicians,correspondence,poetry,andworksofHuZhaoxinthathavebeenpreser-

vedinvariouslocations,andclarifiedtheactivitiesandlegacyofHuZhaoxinwhilehewasin

Nagasaki.ThisisthefirstdetailedstudytobemadeofHuZhaoxin.
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